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講演内容

１．日本農業労災学会10年間の歩み

２．日本農業労災学会の主要研究成果

３．「実践農業労災学」の構築方向



日本農業労災学会の歩みをシンポジウムと
ワークショップからトレースする

表１-２　日本農業労災学会シンポジウム・ワークショップテーマと報告一覧
（10年間）

1.日本農業労災学会10年間の歩み

表１-１ 日本農業労災学会シンポジウム・ワーク
ショップテーマと報告一覧（10年間） 

表１-２ 日本農業労災学会シンポジウム・ワーク
ショップテーマと報告一覧（10年間） 

第8回シンポ

ジウム

テーマ	

「農作業事故防止のために産官学と農協・社労士グループとの連携をどう進めるか

　－農作業安全対策の新たな展開方向を踏まえて－」

	2021年10月
22日（金）

◆農作業事故防止安全対策の現段階と今後の展望／田島　淳

◆安全性検査の充実と受検率の向上・連携のあり方／藤井幸人

◆JAグループの農作業安全とGAPの取り組み／高橋昭博

◆北海道における農作業事故防止の取組について／瀬野俊彦

◆JITCO保険にみる技能実習生の疾病について／成井貞行

◆兼業・副業に係わる農作業安全対策と農業労災制度の役割／中村　仁

第1回農業

労災ワーク

ショップ

テーマ「農業労働安全対策の取り組みと農作業安全対策の支援ツール」

	2021年6月3
日（木）

◆農林水産省における農業労働安全対策の取組／田中康嗣

◆実効性のある農作業対策を支援するウェブコンテンツの開発／積　栄

第7回シンポ

ジウム

テーマ	

「農業者・農協等関係団体の連携強化による農業労働安全・労災補償対策の実践

　－GAPを中心に－」

	2020年10月
23日（金）

◆農業分野における農業者・関係者参加型の労働災害防止の方法－GAPを中心に

　－／門間敏幸

◆グローバルGAPの団体認証取得によるブロッコリーのブランド化と労働安全対策に

   ついて／菅野史拓

◆女性農業者との農業機械開発と安全対策／野口貴弘

◆JAたじま GLOBAL G.A.P. 認証取得－労働安全管理面の取り組みについて－／

　谷垣　康

◆農業労働安全拡充・労災補償対策のための社労士による参加型取り組み／

  中村雅和

第3回農業

労災ワーク

ショップ

テーマ	

「海外に学ぶ農作業事故防止・労災補償対策―アイルランドなど欧州と韓国の

　取り組みを中心に―」

2023年6月1
日（木）

◆ILO『農業における人間工学的チェックポイント』における農作業安全対策

　　－日本語版の翻訳と発行を通して－／田島　淳

◆世界最先端を行くアイルランドの農作業安全／山田　優

◆韓国の農作業安全と農業者災害保険事業／金　京蘭・崔　東弼

第9回シンポ

ジウム

テーマ	

「農業労災補償制度を拡充し、農作業事故防止に資するためには何が必要か

　－社労士とJA・行政等関係機関との連携を考える－」

2022年10月
21日（金）

◆特別加入制度における一人親方制度の拡充と農業労災の対応／田中建一

◆農林水産省における農作業安全対策の取組／田中康嗣

◆建設業の労災補償対策における社労士の役割と課題／矢島友幸

◆農業労災防止への「社労士からの講演（説明）事例」紹介／堀内政徳

◆JA現場における労災補償・農作業事故防止対策への取り組み／桐原　章

第2回農業

労災ワーク

ショップ

テーマ　	「農機事故防止対策をいかに進めるか」

2022年6月2
日（木）

◆農機事故事例と安全研修／気多　正

◆農作業安全に対する取り組み／稲垣勇一



日本農業労災学会の歩みをシンポジウムと
ワークショップからトレースする

表１-３ 日本農業労災学会シンポジウム・ワーク
ショップテーマと報告一覧（10年間） 

表１-４ 日本農業労災学会シンポジウム・ワーク
ショップテーマと報告一覧（10年間） 

1.日本農業労災学会10年間の歩み

第6回シンポ

ジウム
テーマ「GAPを活用した農業労働安全対策の組織的・戦略的展開」

2019年5月
17日【金】

◆GAPによる安全な労働環境整備の戦略的な実践方法について／門間敏幸	

◆第三者認証によるGAPの現況と労働安全／荻野　宏

◆団体でのGAPの取組と農作業安全対策の実践／城向孝洋

◆福島県におけるGAPの推進と農作業安全／半杭真一

◆JAいわて平泉のブランド米「金色の風」栽培研究会による「ASIAGAP団体認

　証」取得と農作業安全対策の取り組み／小野正一

第5回シンポ

ジウム
テーマ「農業労災事故防止技術・仕組み開発の新たなチャレンジ」

2018年5月
18日【金】

◆農業ロボット技術による農作業事故防止の可能性／長坂善禎	

◆農業情報技術による農作業事故防止の可能性／手島　司

◆『農業における人間工学的チェックポイント―農業における安全改善、健康改善

　、労働環境改善のための実践的・実行しやすい解決法―』に見る効果的な事故

　防止対策について／田島　淳

◆農村医学の視点から見た農作業事故防止の方策／菊池　豊

◆実態調査から見た農作業事故の問題点と対策／大浦栄次

◆農協組織における実践的な事故防止対策／兼高秀樹

◆農作業中の事故撲滅のために／矢島友幸

第4回シンポ

ジウム
テーマ「農業労災事故防止を支える自助・共助・公助連携の取り組みと課題」

2017年5月
12日【金】

◆今後の農作業安全対策の 取り組みについて／今野　聡

◆JAグループの営農支援方策と農作業安全・労災補償に関する取り組みと課題／

　都筑伸一

◆農作業安全実現の取り組みの到達点と展開方向／河辺哲也

◆JAグループと社会保険労務士グループが連携した農作業安全・労災補償に関す

　る取り組みと課題～広島県の取組～／木山恭子

◆実態調査から見た農作業事故の問題点と対策／立身政信

第3回シンポ

ジウム
テーマ「農業労災予防の組織的マネジメントと労災補償対策の課題」

2016年5月
13日【金】

◆労災予防の組織的マネジメントと安全衛生教育の課題／松葉　斉

◆農作業機械化と事故防止の課題／田島　淳

◆新規就農者教育の新動向と農業法人の事故防止・補償システムづくりの課題

　　Ⅰ　JA出資型農業法人経営における新規就農者育成と農業労災予防の取り組み

　　　　－(有)信州うえだファームの実践－／船田寿夫

　　Ⅱ　若手雇用による高付加価値型農業法人経営の展開と農業労災予防・補償シ

　　　　ステムづくりの課題／小笠原みゆき

◆農業労災予防の組織的マネジメントの課題／松岡公明

第2回シンポ

ジウム
テーマ	「農業法人経営における農業労災のマネジメントと補償対策」

2015年5月
15日【金】

◆農業法人経営における農作業事故・事故防止対策の実態と農業労災マネジメント

　の課題－日本農業法人協会会員に対するアンケート分析を中心として－／

　原　温久・北田紀久雄

◆農作業事故の発生要因と事故防止のための支援のあり方について／志藤博克

◆農業法人経営の実態と農業労災事故の予防・補償対策の課題－(有)せりたでの

　実態と経験を踏まえて－／芹田省一・犬田　剛

◆農業協同組合における農業法人経営・集落営農を中心とした農業労災事故予防

　・労災補償対策／清水　薫

◆農業法人経営における労災補償対策を支援する社労士グループの役割／

　入来院重宏

第1回シンポ

ジウム

テーマ　「農業労災学の体系化・実証的解明の基本課題と農作業事故予防ノウハウ

　　　　　　・労災補償対策の革新方向」

2014年10月
1日【金】

◆農作業安全対策と平成24年農作業死亡事故調査結果について／松岡公明

◆日本農業労災学会がめざす事故予防ノノウハウと労災補償対策／三廻部眞也

◆農業労災学における農業経営研究の課題－農業経営における労働災害対策との

　関連で－／門間敏幸

◆系統農協の農作業事故予防・労災補償活動の現状と課題／早川　至・臼井　稔

◆秦野市農業協同組合の農業労災予防・労災補償対策の問題点と革新方向／

　宮永　均



「農業労災研究」報告課題の分類

1.日本農業労災学会10年間の歩み

海外の農業労働災害対策紹介 2 労働安全政策・対策（国内・海外） 7

農業労働安全対策実践マニュアル 2 労災保険・補償制度 7

GAPによる労働災害防止方法 9 労働手段の安全対策 7

農業機械の安全対策 6 実践的な労働安全対策提案 12

農業労働安全施策・対策の紹介 4 農業者・JAの労働安全活動事例 12

社労士による労災補償の取り組み 6 農作業事故実態/要因解析 5

JAによる農作業事故防止対策の紹介 7 農業労災学の構築視点 4

農業法人の事故防止対策 4 計 54

農作業事故実態・要因分析・防止対策 5 　

他産業の労働災害対策紹介 2 　

農作業安全指導・研修・教育 2 　

農業労災予防マネジメント研究 3 　

農業労働安全支援システム 2 　

計 54

表2　　「農業労災研究」報告課題の研究内容区分 表3　　「農業労災研究」報告課題の研究領域区分



「農業労災研究」報告課題の特徴

◆表1－1～１－４は、「農業労災研究」（第１号～第9号）に掲載された54の報告・
論文の一覧である。また、表２、表３は、これらの報告・論文を研究内容、研究領域ごとに
整理したものである。

◆研究内容としては農業労働安全に関する13項目を、研究領域としては７つの領域を整
理できる。

◆研究内容で多いのは、「GAPによる労働災害防止方法(9)」「JAによる農作業事故防
止対策の紹介(7)」「農業機械の安全対策(6)」「社労士による労災補償の取り組み(6)」
「農作業事故実態・要因分析・防止対策(5)」である。

◆研究領域としては、「実践的な労働安全対策提案(12)」「農業者・JAの労働安全活動
事例(12)」「労働安全政策・対策(7)」「労災保険・補償制度(7)」「労働手段の安全対
策(7)]である。

◆10年間の学会活動の特徴として、JA、農業法人における先駆的な労働安全の取り組
みを紹介するとともに、農家・従業員が参加して労働安全を実現するためのリスクマネジメ
ント手法の開発、労災保険・補償制度に社労士とJAが一体で取り組む先駆的事例の掘り
起こしと紹介を行ってきた点が特筆できる。

1.日本農業労災学会10年間の歩み



２.日本農業労災学会の主要研究成果（事故発生要因の分析）

表４ 農業法人の農作業事故発生を規定する要
因に関する分析結果

表５ 農業法人の農作業事故防止対策の実施を
規定する要因に関する分析結果

出所：原 温久・北田紀久雄(2016)：「農業法人経営におけ
る農作業事故・事故防止対策の実態と農業労災マネジメ
ントの課題」『農業労災研究』２(1)、3-11.

図１ 3つの事故調査に基づく農作業事故様態の分析

出所：大浦栄二(2019)：「農村医学の視点から見た農作業事故防止
の方策」『農業労災研究』5(1)、26-30.



２.日本農業労災学会の主要研究成果（労災保険・補償対策）

図２ JAをサポートする
社労士の活動例

出所：入来院重宏(2016)：「農業法人経営に
おける労災補償対策を支援する社労士
グループの役割」『農業労災研究』２
(1)、38.

表６ 長野県JAにおける農作業安全・労災保険
の取り組み状況

出所：船田寿夫(2017)：「JA出資型農業法人経営における新規就農者育成と
農業労災予防の取り組み」『農業労災研究』3(1)、22.



２.日本農業労災学会の主要研究成果（リスクアセスメント）

表７ 農作業のリスクアセスメント演習様式

出所：三廻部眞己(2015)：「日本農業労災学会がめざす事故予防のノウハウと労災補償対策」『農業労災研究』1(1)、13.



２.日本農業労災学会の主要研究成果
（実践活動支援システム、リスクアセスメント）

表８ GAPによる安全な労働環境整備
の戦略的な実践モデル

表９ 農作業のリスクアセスメント評価票

出所：門間敏幸(2015)：「GAPによる安全な労働環境整備
の戦略的な実践方法」『農業労災研究』6(1)、9.

出所：門間敏幸(2015)：「GAPによる安全な労働環境整備
の戦略的な実践方法」『農業労災研究』6(1)、10.



２.日本農業労災学会の主要研究成果（実践活動支援手法）

表10 機械設備に関するチェック
ポイントと対応の種類

図３ 『農業における人間工学的チェック
ポイント』の内容

出所：国際労働機関・国際人間工学会 共同制作、日本農業労災
学会 日本語監修(2023)：『ILO 農業における人間工学
的チェックポイント 』、東京農業大学出版会・Ⅶ、Ⅹ.

出所：田島淳(2019)：学会監修翻訳「『ILO 農業にお
る人間工学的チェックポイント 』 －農業における
安全改善、健康改善、労働環境改善のための実践
的・実行しやすい解決法」－にみる効果的な事故防
止対策について」、『農業労災研究』、５(1)、19.



２.日本農業労災学会の主要研究成果（総括）

「農業労災研究」の主要成果の特徴

◆表6～10、図１－３は、『農業労災研究』（第１号～第9号）に掲載された主要成果の一
部を抜粋したものである。

◆表4、表５では、農業法人に対するアンケート調査に基づき農作業事故の発生原因と事故防
止対策を評価し、地域の特徴、従業員の属性、労災保険特別加入制度への加入の有無が影響
していることを解明している。図１は農作業事故の様態を、３つのタイプの事故調査を比較分析
してその実態を克明に解明している点に大きな特徴がある（事故実態と事故要因の解明）。

◆図２と表６は、社労士とJAが連携して労災保険特別加入促進と補償対策を推進している事
例である。日本農業労災学会のシンポジウムでは、社労士とJAが連携した労災保険特別加入促
進に関する様々な優れた取り組みが紹介されている。この点は日本農業労災学会の大きな貢献
として評価できる（社労士とJAが連携した労災保険特別加入制度への参加促進事例の蓄積）。

◆表７、表８、表９は、営農現場で実践できる実用的なリスクアセスメント手法の提案、GAPに
おける労働安全対策の考え方を応用して、JAにおける営農組織、農業法人などで実践的に取り
組むことができる労働安全対策実施モデルを提供したものである。実践的な労働安全対策実施
のための支援手法を開発したという点で評価できる（リスクアセスメント手法、実践的な労働安
全対策実施支援手法の開発）。

◆図３、表10は、学会が監修して翻訳を行いスマホアプリ並びに翻訳書として出版されている
『ILO 農業における人間工学的チェックポイント 』 の一部を整理したものである。この成果は、世
界標準の労働安全、労働者の健康保持、快適な生産環境づくりに農業労働者・指導者が一体
となって活用できるものである。学会として今後の普及を推進すべき成果である（『ILO 農業にお
ける人間工学的チェックポイント 』 の翻訳）。



３.「実践農業労災学」の構築方向（理念と目的）

＜実践農業労災学の構築理念と目的＞

◆日本農業労災学会がめざす実践農業労災学の構築理念は、「農業者の命の非常事態」宣言に
明確に示されている。すなわち、毎年の農業者の死亡事故300人前後、農作業事故年間7万件前
後（JA共済連推計）という農作業事故の撲滅をめざすのが学会の理念であり目的である。

◆このことは、農業の担い手の高齢化、農業法人等の企業経営体の増加、農業機械・施設の大型
化・高性能化という状況の中で、農業が“危険産業”化するとともに、事故が及ぼす影響はますます
多方面に大きな影響を及ぼすようになっている。

◆安心・安全な作業環境、職場づくりは、持続的農業実現の最も重要な対策であり、農政の最重要
課題である。

◆日本農業労災学会の創立趣旨に明示したように、これまでの労災防止研究における注意力を喚
起する抽象的な理論やパフォーマンスに陥ることなく、世界の潮流である危険ゼロをめざすリスクアセス
メント手法を機能させる時代に入ってきている。【農業者の命の非常事態】の解消を目指して産官学
連携のプラットフォームの中核学術団体として、高い危機意識とヒューマニズムをもって実践的な労働
安全実現手法を開発して普及することをめざす。



＜農作業事故防止のための戦略的支援システムの開発＞

◆事故原因の徹底的な解明に基づく安全な農機具の開発と安全な使用法に関する実践的でわかりや
すいマニュアルの開発。また、農機具の安全な開発と普及のための法制度の解明に関する研究が求めら
れる。農業機械、人間工学、社会科学、法学などの学際的研究が不可欠となる。

◆農業従事者、JA、社労士などが一体となって、農作業や作業現場に潜むリスクを体系的に解明し、作
業者自らがその危険度を評価して対応できるリスクアセスメントのための方法を開発する。また、実施した
（実施すべき）事故防止対策の事前・事後評価のためのアセスメント法を開発して普及する。

◆三廻部、門間等の研究グループが明らかにした農作業のリスクアセスメント、GAPを活用した戦略的
労働安全管理システムを社会実装していくための教育・訓練システムの開発を農家、JA、社労士が一体
となって開発することが求められる。

◆農作業安全、健康改善、労働環境改善に関わるILOの農業における人間工学チェックポイントについ
ては、世界中の多くの国々で実践され成果を上げている。翻訳書の出版だけにとどまらず、この成果の普
及・実践に向けてJAや専門家などが中心となって推進する必要がある。また、必要であるならば、日本農
業、農家の特徴に従ってその内容を改善する必要もある。

３.「実践農業労災学」の構築方向（実践的な労働安全活動支援手法の開発）



３.「実践農業労災学」の構築方向（労働安全活動のための組織論の構築）

＜全国・地域レベルの農作業安全推進方策と
合理的な労働安全活動展開のための組織論の構築＞

◆農業では一人親方が中心で、事故を自己責任で処理してしまう傾向が強い。こうし
た農家の意識改革、農業法人やJAの営農組織などにおける組織的な労働安全活動
の展開が重要である。こうした労働安全活動を組織的に展開するためには、地域レベル、
都道府県レベル、国レベルでの活動展開・支援体制が重要である。

◆こうした活動には農業者、JA、社労士、農機具メーカー、研究者、国・都道府県の行
政担当者が参加するとともに、安全活動を中心となって推進する指導者が必要である。

◆組織的な安全活動の効果を高めるためには、どのような組織体制を構築するか、参
加の動機付け、役割分担、活動プログラムの実践・評価と改善、に関する効率的な仕
組みづくりに関する組織論的な評価が不可欠である。また、こうした労働安全活動を効
果的に推進するための国の支援制度についても研究する必要がある。



３.「実践農業労災学」の構築方向（事故情報の一元化と解析システム・事故防止マニュアルの開発）

＜事故情報の一元化推進とデータ解析・事故防止
マニュアルの開発＞ 

◆厚生労働省が所管する農業に関わる労災保険特別加入に関わる事故情報、農林
水産省が提供する死亡事故情報、JA共済連が提供する共済金支払データによる農
作業事故の発生状況、警察庁の事故情報等のデータを総合的に解析して農家、関
係機関に提供する取り組みを学会としてリードする。

◆こうした多様なデータを総合的に解析して負傷も含めた事故の実態、その原因を体
系的に解明する。統計的な事故実態解析手法、事故実態・発生要因の事例分析を、
社会科学、農業機械、農業団体、農業法人、社労士等の英知を結集して実施し、リ
スクアセスメント・マニュアル、事故防止マニュアル、農家・関係者による事故防止対策
学習のためのケースを開発する。



３.「実践農業労災学」の構築方向（労災保険特別加入促進システムの開発）

＜事故に対する補償充実と労災保険特別加入
促進システムの開発＞ 

◆農業者を対象とする労災保険特別加入制度への低い加入率を高める方策を解
明する。

◆これまで、日本農業労災学会では、JA組織と社労士が連携して、労災保険特別
加入制度への加入率を高める事例を集積・解析してきたが、さらに事例を集積する
とともに、事例の克明な解析に基づく事例の理論化・一般化を行う。この成果として
は、地域の農家の条件、JAの特性に従って社労士との合理的な連携の仕組みの
構築方法が解明される。

◆現行の任意加入から補償内容を充実させた“原則加入”をめざすため、農業関係
の補助金採択時の要件とするなど“実質的に加入強制となる仕組みづくり”への見
直し、「特定農作業従事者」の補償範囲の拡充について客観的に分析・整理して政
策提言の基礎資料を提供する。



３.「実践農業労災学」の構築方向（法制度の整備に関する基礎情報の提供）

＜農作業安全対策から労災補償までを体系的にカバーする
法制度の整備に関する基礎情報の提供＞ 

◆農作業安全の実現に対する政策の役割は大きい。しかしながら、農業者に発生する
事故への対策は農林水産省の管轄となっており、労働安全に深い経験をもつ厚生労
働省との関わりは少い。そのため、建設業など他産業の労働安全に対するノウハウが農
林業に活かされることは少なかった。

◆農作業安全対策から労災補償までを体系的にカバーする体制づくりと、法制度整備
のあるべき方向を提言することが農業労災学会には求められている。

◆そのため、農業労働安全に対するILOの取り組み、労災対策先進諸国の取り組み
情報を収集解析して、日本農業、農家、農業関連組織の特性に適合した農業労働安
全施策の確立に不可欠な基礎情報を提供する。



３.「実践農業労災学」の構築方向（農作業安全教育システム・教材の開発と活用方策）

＜農作業安全教育システム・教材の開発と有効活用方策の解明＞ 

◆農作業安全の実現における教育の役割は重要である。教育に豊富な経験を有する大学
教員、都道府県農業大学校、農業高校の教員、農業機械士等が一体となって農作業安
全教育システム・教材の開発が求められる。

◆農業労災学会では、こうした教育システム・教材の開発に有効に活用できる情報を収集・
解析して提供する。

◆特に教育システム・教材の開発に際しては、ILOや海外先進諸国の取り組みが参考にな
ることから、学会として積極的に情報収集して関係者に提供していく。



ご清聴ありがとうございました。

出所：https://smartagri-jp.com/news/6645
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